
介護職、ケアマネ達との大読書会
～教科書からマンガまで、次代のケアを読み込もう！～

日時：2015年9月27日（日）10：30～12：00（他のイベントは16時まで）
会場：上智大学四谷キャンパス12号館（東京都千代田区紀尾井町7-1）会場：上智大学四谷キャンパス12号館（東京都千代田区紀尾井町7-1）
参加料：参加料500円（学生無料）

いつもは、
ほぼ毎月第２水曜の夜

三鷹市・グレースケア機構

そもそも読書とは一人で行い、味わい、深めるもの。何を感じるのかは人それぞれの自由。ゆえに、同じ文章でも人によって
感じ方は違う。他の人の感想や意見を交流させることで個として行う読書を重層的、多層的に広げていく場を目指している

三鷹市・グレースケア機構
にて。

一見さん、冷やかしさん
も歓迎じゃよ♪

感じ方は違う。他の人の感想や意見を交流させることで個として行う読書を重層的、多層的に広げていく場を目指している
のが読書会…なんて、一見、硬派な体裁をとってはいるものの！

通常の読書会の内訳 その実態は３分の１は飲み会であり、４分の
１程は異業種交流会であり、４分の１程はゆる
い研修会であり、残りの何パーセントかは、思
春期の中高生男子が読んではイケナイ写真誌を
回し読みするようなアンダーグラウンドなイベ
ント。それが、「本との話」。

大っぴらに

出せない

話
ント。それが、「本との話」。

ゆえに、参加者には介護関係者はもちろんの
こと行政職員やマスコミ、学識者など多彩なメ
ンバーが入れ替わり出入りする得体のしれない
イベントでもあります。一見さん、冷やかしさ
んも歓迎しておりますので、恐いもの見たさで
来ていただくのもいいかもしれません。

※詳細は「介護支援net」で検索。
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※詳細は「介護支援net」で検索。

主催者

本間清文 （ソーシャルケア研究所主宰）

特別養護老人ホーム、デイサービス、在宅介護支援セ
ンター、居宅介護支援事業所、社会福祉協議会、単独
型の居宅介護支援所等を経て現在に至る。実践に基づ

柳本文貴（グレースケア機構代表）

大阪大学人間科学部卒。在学中から障がい当事者運
動に関わったのち、企業でヘルパー養成や派遣を行う。
老人保健施設、認知症グループホームを経て、2008年

交流会

※ケアフェス版は飲酒飲食はありません

型の居宅介護支援所等を経て現在に至る。実践に基づ
いた介護やケアマネジメント研修の他、事業者運営など
の相談、コンサルティングなどを行う。

著書に「教科書が教えてくれないケアマネ業務」、「介
護の現場がこじれる理由」、「ケアプランの作り方 決定
版」など多数。

老人保健施設、認知症グループホームを経て、2008年
グレースケアを設立。長時間・泊まりケア、娯楽ケア、医
療的ケアなどの自費サービスと訪問介護、居宅介護（障
がい者）、ケア付き住宅、研修事業などに取り組む。成
年後見も受任。社会福祉士、介護福祉士、ケアマネ
ジャー。著作に『認知症「ゆる介護」のすすめ』（メディカ
出版）、『イラストでわかる介護記録の書き方』（成美堂）
など。
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